




〔目的〕若年性関節リウマチの臨床像の特徴とステロイド離脱困難例に対する

治療法を検討するため,本症患児の臨床的観察を行った。また,本症発症機構に

関連して免疫学的検討をも加えた。すなわち,PFC 法により患児の Tcel1 の

helper 能,Suppressor 能につき検策した。


